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岐阜県大野郡白川村にあった帰雲（かえりくも）城跡を探そうと昭和４０（１９６５）
年代以降に現地調査が個人や、団体で実施されていたようですがいかんせ、個人が行っ
た現地調査に関しては記録が残っていません。
　帰雲城を扱った新聞記事や書物の記録からと、現地調査を実施した人からお聞きした
証言から、普段なかなか知ることができない現地調査の実像を知っている範囲で紹介し
ます。それと、流れが分かりやすいよう、前後年の出来事や白川村の当時の背景を時
系列で『新編白川村史、上巻・中巻・下巻』と、『荘川村史、上巻・下巻・続巻』や他から
抜粋したのも紹介ます。　
最初に活躍する人物のキーワードが「松古」氏と、「佐々」氏です。次が「黒沢」
氏と「ＫＢ」氏です。
　「明治初年まで荘川村大字海上より庄川上流地方を上白川郷と呼び、白川村大字尾神
より庄川下流地方を下白川郷と呼んでいた」

　↑で、「上白川郷」は、旧荘川村（現在の高山市荘川町）で、向牧戸城址があります。
　

　「明治４（ １８７１）年、郷名を廃して白川郷は第２８区１小区となる」

「明治５（１８７２）年１２月３日を以って、明治６（１８７３）年１月１日とする
新しい暦に変えられた」
　「明治７（１８７４）年7/15、荘川村に新渕郵便取扱所が設置され、通常郵便物の
み取扱が開始された」

「明治８（１８７５）年２月、海上村以南の１８カ村を合わせて荘川村、尾神村以北
２３カ村を合わせて白川村と称し、ここに始めて従来の白川郷が２村となり、旧村名を
とって何々耕地と呼んだ。白川郷４２カ村のうち、森茂村は清見村に編入された」

　「明治８（１８７５）年、荘川村立村。逸話として明治８年の町村改編で、当時の役
人がうっかりして忘れたのか、三谷村の名称がなく上白川郷１８か村となっている。明
治２０年もそれにならってか三谷の大字名がない」

　「明治３５（１９０２）年、荘川村に赤痢発生（全域）患者８３人」
　↓で、実録の紹介です。

　「明治３７（１９０４）年8/26～9/8まで東京―岐阜―荘川村―白川村―高山―富山
と、紀州徳川家、徳川頼倫候一行が白川郷（白川村御母衣地区の遠山家）を旅行研究し
た」
↑で、旅行研究した一行の交通手段は鉄道と人力車と歩きでした。白川郷に電灯や電
話はまだなく牧戸地区から御母衣地区の遠山家へ徳川候一行の来訪を知らせる伝達手
段は歩きでした。一行の記録は、「高山（こうざん）流水」にあり、郡上八幡までは電
気が来ており、郡上郡白鳥町の宿では、行灯（あんどん）だったと記しています。これ
が明治３７（１９０４）年の郡上八幡と白川村の電気実情です。また、別山間部の話し
として、「Ｎ氏談：家は愛知県設楽郡設楽町の山間部で、昭和１０（１９３５）頃、電
柱を立てていたのを覚えている。その頃家では、灯油ランプを使用していてススで黒く
なったランプガラスを掃除するのが子供の日課だった」と、このように電気が引線され
るまで平野部と山間部を比べると、数十年の差がありました。当時、電灯生活に慣れた
人からすると、山間部で電灯以前の灯りを体験すると一世紀＜実際は数十年だが＞前の
原始生活のようだと、「高山流水」は記しています。↓に、１つ紹介します。
「白川村は、かつて交通の便が悪く交流が困難であった。とくに冬期間は交通が断絶し、
陸の孤島と化した。冬期の他県との交流は不可能に近かった。白川郷が秘境といわれたの
は、冬期の豪雪が外界との交流を遮断したからである」『新編白川村史 上巻』より
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